
事業番号 - - -

（ ）

現状・課題
（5行程度以内）

翌年度へ繰越し（D) - - - -

-

-

補助率等

事業概要
（5行程度以内）

①　パーテーション・簡易扉・簡易更衣室等の設置によるこどものプライバシー保護を図る
②　カメラによる支援内容（教育の実践記録等）の記録などを通じ、保護者からの確認依頼等に応える
などの取組に対して支援を行うこととしている。

実施方法 補助

予算額・
執行額

（単位:百万円）
（インプット）

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

執行額(G) - - -

計(F)
=（A)+（B)+（C)+（D)+（E)

- - - 430 -

予備費等（E) - - - -

予算の
状況

前年度から繰越し（C)

当初予算（A) - - - - -

- - -

国立：１／１（全額補助）
公立：国１／２、設置者（都道府県、市区町村）１／２
私立：国１／２、事業者１／２

令和5年度
事業終了

（予定）年度 終了予定なし 担当課室

- -

補正予算（B) - - -

430

430

令和5年度第1次補正予算

2023 文科 新23 0513

文部科学省

政策 1　新しい時代に向けた教育政策の推進

事業の目的
（5行程度以内）

パーテーション・簡易扉・簡易更衣室等の設置によるこどものプライバシー保護や保護者からの確認依頼等に応えるためのカメラによる支援内容（教育の実践記録等）の記録などを行う
設備等支援を通じ、性被害防止対策を行うことを支援する。

男女共同参画共生社会学習・安全課
男女共同参画共生社会学習・
安全課長　安里　賀奈子

会計区分 一般会計

根拠法令
（具体的な

条項も記載）
-

関係する
計画、通知等

こども・若者の性被害防止のための緊急対策パッケージ（令和５年７月26日性
犯罪・性暴力対策強化のための関係府省会議、こどもの性的搾取等に係る対
策に関する関係府省連絡会議決定）

事業名 学校における性被害防止対策に係る支援 担当部局庁 総合教育政策局 作成責任者

事業開始年度

施策 1-6 男女共同参画・共生社会の実現及び学校安全の推進

政策体系・評価書URL

主要経費 教育振興助成費

令和5年度行政事業レビューシート

-

事業概要URL -

令和5・6年度
予算内訳

（単位：百万円）

歳出予算項・目 令和5年度当初予算

計（A) -

-

執行率（％）
=(G)/(F)

- - -

当初予算＋補正予算に対する執行額の
割合（％）

=(G)/｛(A)+(B)｝
-

主な増減理由（・要望額・予備費）

-

令和6年度要求

-

子供の性被害の未然防止・早期発見の取組を促進させるため、保育所等における性被害防止対策に係る設備等支援を行う必要がある状況である。

令和6年度要求

-

-

-



目標年度における効果測定に関する評価（令和○年度実施）

-
点検結果 -

-

-

-

外部有識者の所見

-

アクティビティ①についてアウトカムが複数設定できない理由

ハード面の整備において、「子供の性被害防止対策」に係る複数の指標の設定が困難であるため。

-- -

成果実績

-

交付申請学校数が増加することで、幼稚園及び特別支援学校における性被害防止対策が進むことから、「幼稚園等における性被害防止の実現」をアウトカムとして設
定した。

-

-

-％

行政事業レビュー推進チームの所見に至る過程及び所見

-

（選択してください）

（選択してください）

事業に関連する
ＫＰＩが定められて
いる閣議決定等

名称

URL

該当箇所

アウトカム設定について
の説明

令和3年度 令和4年度
5年度

活動見込
6年度

活動見込

-

-

- 年度

幼稚園及び特別支援学校における性被
害防止の促進

性被害防止の実現

達成度

単位 令和2年度

-

目標最終年度

↓

活動内容①
（アクティビティ）

子供の性被害防止対策に関する設備等
支援を実施（交付申請数）

交付申請学校数
活動実績 校（園） -

活動目標及び活動実績
①

（アウトプット）
当初見込み 校（園）

- -

8,503

活動目標 活動指標

-

改善の
方向性

所見を踏まえた改善点/概算要求における反映状況

事業所管部局による点検・改善

子供の性被害の未然防止・早期発見の取組を促進させるため、幼稚園等における性被害防止対策に係る設備等支援に対し、補助する。

成果目標及び成果実績
①-3

（長期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度

-

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

-

成果目標①-1の
設定理由

（アウトプット
からのつながり）↓

-

-

アクティビティ①について定性的なアウトカムを設定している理由

事案の性質上、子供の性被害の実数を把握することは困難であることから、定量的なアウトカムを把握することはできない。

％ - - -

目標値 ％ - - -



上記への対応状況

-

上記への対応状況

-

過去に受けた指摘事項
と対応状況

-

-

令和2年度

令和4年度

-

関連する過去のレビューシートの事業番号

令和元年度

平成28年度

平成29年度

令和3年度

平成27年度

平成24年度

平成25年度

公開プロセス・秋の年次公開検証（秋のレビュー）における取りまとめ

その他の指摘事項

平成30年度

平成23年度

平成26年度

備考



※　執行実績がないため、現時点でのイメージを記載

　費目・使途欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙2】に記載 チェック

資金の流れ
（資金の受け取り先が
何を行っているかにつ

いて補足する）
（単位：百万円）

文部科学省
430百万円

A 市町村（特別区を含む）
128百万円

C 国立大学法人
9百万円

【補助金等交付】【補助金等交付】 【補助金等交付】

各自治体が実施する事業について、申請書に基

づき補助額の決定、補助金の交付を行う。

子供の性被害防止するための設備等に必要な

経費を支援

子供の性被害防止するための設備等に必要な

経費を支援

B 都道府県
293百万円

子供の性被害防止するための設備等に必要な

経費を支援


	行政事業レビューシート

